
 

 

 



発掘の方法　～現場でしていること～

　発掘調査は、基本的に考古学の手法に基づいて行います。
　① 重機を使って遺構・遺物の上の土を取り除き、
　② 土を丁寧に削って遺構を探し、
　③ 遺構を手順通りに掘り進め、正確な記録保存をします。
　④ 遺構や遺物は簡単に壊れてしまうので、基本的に手作業で行っています。

1
2

3

2
3

1

事務所から

現在地

倉庫・トイレ

① ②

③ ④

R３年度調査区



1 2

3

1

2

A-1区の様子
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（上段左）　古墳時代の土器の出土状況

（上段右）　古墳時代の木製刀把（写真右側）

（下段）　　古代の木製祭祀具
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